
令和６教　内容解説資料

観点別特色一覧
令和６年版



項目 観点 特色 具体例

1 

目
標
と
内
容
の
取
り
扱
い

学習指導要領の目標や内容
との関連が十分図られてい
るか。

①�学習指導要領の目標が達成できるように、各章ごとに導
入ページを設け、学習すべき章全体の目標を明確にする
とともに、各小単元の冒頭にそこで学習する課題を明示
している。

各章、各小単元

基礎的・基本的な知識・技
能の習得が図れるように配
慮されているか。

①�各小単元の本文で基礎的・基本的な学習内容を分かりや
すい言葉で明示し、学習すべき内容の確実な習得が図れ
るように配慮している。

各小単元

②�章の終わりに、知識及び技能を定着させるための問題を
設定し、学習した内容を児童が振り返りながら確認でき
るようにしている。

3･4 年 p.23、41
5･6 年 p.19、39、65

思考力、判断力、表現力等
の育成が図れるように配慮
されているか。

①�教科書全体で、課題解決学習を通して、思考力、判断力、
表現力等が育成されるように配慮している。

小単元

②�課題を発見する活動、課題を解決する活動、学習したこ
とを活かす活動など、様々な活動により、思考力、判断
力、表現力等が総合的に育成されるように配慮している。

各小単元

③�友達と話し合ったり、教科書やノートに記入したりする
ことで、自分の言葉として表す表現力が育成されるよう
に配慮している。

各小単元

学びに向かう力・人間性等
の涵養が図れるよう配慮さ
れているか。

①�口絵では、児童が保健を学習する重要性を理解し、自分
のこととして捉え、主体的に学習に取り組む態度が養わ
れるように工夫している。

3･4 年 p.4 ～ 7
5･6 年 p.6 ～ 7

②�単元扉に、簡単な運動や、キャラクター探し、チャート
を掲載し、児童がゲームを行うことで自然と学習の課題
に気づき、意欲的に取り組めるよう工夫している。

3･4 年 
p.6 〜 7、22 〜 23
5･6 年 
p.8 ～ 9、20 ～ 21、
40 ～ 41

③�小単元の導入の活動で身近な題材や自分の生活について
取り上げ、振り返ったり、考えたりする活動を通して、
主体的・積極的に学習に取り組む態度が育成されるよう
に工夫している。

各小単元

④�第 4学年の身長の伸びをウェブコンテンツのシミュ
レーションを使うことで児童の興味・関心を高め、活動
の円滑化ができるようにしている。

3･4 年 p.27

⑤�導入となる「つかもう」では、児童に身近な題材を設定
し、児童が主体的に学習に取り組むことができるように
し、読む、書く、調べる、話すなどの活動を通して、よ
りよい生活や人間関係を自主的に形成する態度を育成で
きるようにしている。

各小単元

言語能力の育成が図れるよ
うに配慮されているか。

①�教科書全体で活動を通して、思考したことを記述し、対
話や発表をして他者に伝えることで、思考から表現する
力が育成されるように配慮している。

単元

②�資料などの読み物から思考することで、認識し、思考す
る力が育成されるように配慮している。

各章

③�第 6学年の「もっと知りたい」では、喫煙や飲酒、薬
物で誘われたときの断り方を思考し、言語活動を通して
他者とのかかわりについて学べるように工夫している。

5･6 年 p.47、49

道徳教育との関連が図られ
ているか。

①�第 3・4学年「新しい命」で、生命尊重について、命の
大切さと自他を尊重することの大切さを取り上げている。

3･4 年 p.39
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②�家族愛、伝統と文化の尊重、国際理解など、道徳教育と
の関連に配慮している。

3･4 年 p.38、39
5･6 年 p.49

③�第 5学年の「心の健康」では、コミュニケーションを
大切にし、よりよい人間関係を構築するための力が育成
されるように配慮している。

5･6 年 p.16、17、18

体験活動の充実が図れるよ
うに配慮されているか。

①�第 3学年「1日の生活のしかた」では、規則生活習慣
ともに、地域の人にあいさつをすること、家庭で家事の
手伝いをすることについて触れている。

3・4 年 p.12 〜 13

情報活用能力・情報モラル
の育成が図れるように配慮
されているか。

①�「調べてみよう」などの活動を通して、健康や安全に関
する情報を適切に収集し、集めた情報から意思決定・行
動選択するために必要な力を育むことができるように配
慮している。

3･4 年 p.19、27、44
5･6 年 p.33、44、68

②�学習をより理解したり、広げたりることがで
きるよう、ホームページ上にウェブコンテン
ツを用意し、対応するページにマークを示し
ていたり、各時間のタイトル横の二次元コー
ドから関連するウェブコンテンツにアクセス
できる。

3･4 年 p.9、14、16、17、19、
21、25、27、31、32、35、
44 ほか
5･6 年 p.8-9、11、13、18、
21、23、
25、27、33、37、41、
43、44、46、47、51、
53、59、60、68 ほか

③�折り込み「活動を行うときのヒント」、第5学年「心の
健康」・「けがの防止」、巻末では、SNS等、インター
ネットを正しく利用するために、特徴や使い方、危険な
どについて触れた資料を掲載している。

3･4 年 p.3、44
5･6 年 p.3、16、36、68

④�第 6学年「病気の予防」では、パソコンやタブレット
を使用する際の姿勢や明るさについて触れた資料を掲載
している。

5･6 年 p.53、68

問題発見・解決能力の育成
が図れるように配慮されて
いるか。

①�課題に対して切実感や興味・関心をもてるように、児童
が実生活・実社会で出会うような場面を設定し、健康や
安全に関して具体的・体験的な解決が図れるようにして
いる。

各小単元
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「主体的・対話的で深い学
び」が実現できるよう配慮
されているか。

①�教科書全体で活動等を通して、自らの課題を発見し、主
体的に取り組み、資料から読み取ったり友達と話し合っ
たりするなどの対話から思考を広げて深め、深い学びが
実現できるように配慮している。

各小単元

②�活動や資料では、仲間との協働、教師や地域の人との対
話、書籍や新聞などを手がかりに思考できるように工夫
している。

各小単元

教科横断的な視点にたった
資質・能力の育成が図れる
ように配慮されているか。

①�国語、算数、生活、理科など、他教科に関連した題材を
適宜扱うとともに、他教科に関連していることが一目で
わかるようマークで示している。

3･4 年 p.10、17、26、28、
37、39
5･6 年 p.10、12、35、46

小学校と中学校の学習内容
の円滑な接続への配慮がさ
れているか。

①�初めて「保健」を学習する第3学年で、「保健」を学ぶ
意義を知る導入ページを設置し、保健への興味・関心を
引き出すことができるよう工夫している。

3･4 年 p.5、6

②�小中連携を意識し、発展的な学習内容について中学校で
学習することなどを示し、小学校の学習内容をさらに掘
り下げていく中学校の保健体育を学習する際、足がかり
になるようにしている。

3･4 年 p.40
5･6 年 p.28、37、62

③�第 6学年の「地域で行われている保健活動」について
は1単位時間を設定し、中学校との系統性を考慮して、
保健所や保健センターで行っている活動を、具体的にイ
メージできるようなイラストで示している。

5･6 年 p.60 〜 61

④�巻末の「学校生活に向けて」として、児童が中学生にな
ることを自覚し、小学校保健で学習したことを中学校生
活へ活かすことができるような活動を掲載している。

5･6 年 p.69

キャリア教育に対応した指
導ができるよう配慮されて
いるか。

①�アスリートに3・4年「健康のために気をつけているこ
と」、5・6年「夢や目標をかなえるために」に関してイ
ンタビューなどの内容を掲載し、多様な立場の人々が社
会で活躍していることを理解できるよう工夫している。

3･4 年 p.6
5･6 年 p.7

②�学校・地域で保健活動に関する職業を紹介し、身近な健
康を支える人々への関心がもてるように配慮している。

3･4 年 p.22
5･6 年 p.61

特別支援教育の観点から、
多様な児童の特性に対応で
きるような配慮がされてい
るか。

①�専門家の監修のもと、読みやすい、見やすい
紙面となるよう読みやすい位置での改行を
実現、全面的にユニバーサルデザイン
（UD）フォントを使用、カラーユニバーサ
ルデザインをふまえた配色を工夫するなどし
て、特別支援教育やユニバーサルデザイン
に配慮している。

各章

②拡大教科書を発行し、弱視者に配慮している。

人権、生命尊重についての
配慮がされているか。

①�命の大切さと自他を尊重することの大切さを取り上げて
いる（第3・4 学年「新しい命」）

3･4 年 p.39

②�教科書全体で、児童が活動する場面では、ジェンダー
（社会的な性別）を意識し、男女が同じくらいの人数に
なるように配慮している。

各章、特に
3･4 年 p.34、39
5･6 年 p.17

③�教科書全体で、自分や相手を大切にできるようお互いに
認め合い、信頼し合うことにつながる活動を取り上げて
いる。

各小単元、特に
5･6 年 p.18
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④�第６学年では、感染症に関する内容を発展的に取り上げ
るだけでなく、第３学年からも手洗いや換気などを学習
し、児童が人権について考えられるよう配慮している。

3・4 年 p.16、17、18、19、
21
5･6 年 p.49

⑤�地域の場面では、障がいのある人と共に生きる様子を示
し、障がいのある人に対する理解と支援についての関心
を引き出すようにしている。

3･4 年 p.9、42

保健の見方・考え方をはた
らかせることができるよう
配慮されているか。

①�各小単元で学習課題と学習内容を明確に示すことで、保
健の見方・考え方を身につけることができるように配慮
している。

各小単元

②�各小単元で「活かそう」を設置し、活動を行うことによ
り保健の見方・考え方をはたらかせることができるよう
工夫している。 

各小単元

防災・安全教育に対する配
慮がされているか。

①�第 5学年に「自然災害から身を守る」を設け、活動を
通して、自然災害が発生した際の行動を身につけられる
よう、また、安全マップを作成して普段から身の回りの
危険を意識し、自然災害に備えられるように工夫してい
る。

5･6 年 p.29、34 〜 35

②�地震や津波の際の避難場所の標示写真を掲載するととも
に、「日ごろの備え」で自然災害に備えた準備などにつ
いても触れている。

5･6 年 p.35

家庭、郷土や地域社会との
連携が図れるように配慮さ
れているか。

①�家庭や地域において保健で学習したことを活
用できるよう、該当箇所に「おうち」「ちい
き」マークを掲載している。  

3･4 年 p.22、34、40
5･6 年 p.18、25、27、31、
33、35、38、64

②�家庭や地域において保健で学習したことを活用できるよ
う、「家・地域で保健」を新設している。

 

3･4 年 p.22、34、40
5･6 年 p.18、38、64

伝統や文化に関する教育が
図れるように配慮されてい
るか。

①�第 4学年では「成長を祝う行事」を紹介し、日本の伝
統・文化についての資料を掲載している。

3･4 年 p.34

②�第 6学年の「ミニ知識」では和食の由来について取り
上げている。

5･6 年 p.9

国際理解を深めるための内
容が適切に示されているか。

①�第 4学年では「成長を祝う行事」を紹介し、外国の文
化について触れ、興味・関心がもてるよう配慮している。

3・4 年 p.38

②�第 5学年では、「ひなん地」について、英語や中国語、
韓国語でも表示された標識を紹介することで、外国語に
触れるようにしている。

5・6 年 p.25、35

自分たちの生活や地域の出来
事を身近な人々と伝え合うこ
とを意識し、様々な人々との
交流に十分配慮されているか。

①�第３学年および第５学年「けがの防止」の「学習ゲー
ム」では、児童が生活する学校・家庭・地域の様々な場
面で人々との交流の様子をイラストで示し、自分たちの
身の回りの人々について意識できるよう工夫している。

3・4 年 p.8 〜 9
5・6 年 p.20 〜 21

②�第 5学年の「けがの防止」では、安全マップの作成を
通して、地域に目を向けることができるよう工夫してい
る。

5・6 年 p.29
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③�第 6学年の「もっと知りたい」では、喫煙や飲酒、薬
物をロールプレイングの回答例を考えることで、他者と
のかかわりについて学べるように工夫している。

5・6 年 p.64

自分の成長に気づき、自分の
成長を支えてくれた人々に感
謝の気持ちをもつことができ
るような活動となるように工
夫されているか。

①�第 4学年では、体の変化について担任などの先生や上
位学年が話している内容を例に掲載し、自分の成長に気
づくとともに、相談できる人々について意識を向けるこ
とができるよう工夫している。

3・4 年 p.31、33

②�第 5学年の「心の健康」では、生活経験や学習を通し
て心が発達していくこと、様々な人々と関わっているこ
とが実感できるよう図で表し、不安や悩みへの対処とし
て、相談する人々がいることがわかるように工夫してい
る。

5・6 年 p.11、14、16 〜 17

児童がともに活動する中で、
自分のよさや得意としている
ことに気づくことができるよ
うに工夫されているか。

①�教科書全体として児童が肯定的に捉えられるような表現
を用い、よいところを伸ばせるように工夫している。

各章

②�第 5学年「心の健康」では、友達に自分のよいところ
を指摘してもらうグループ活動を設定し、自分のよさに
気づけるよう工夫している。

5・6 年 p.18

児童がともに活動する中で、
友達のよさに気づくことがで
きるように工夫されているか。

①�活動は「話し合ってみよう」などグループで行うものを
多く配置し、友達の意見を聞いたり、認めたりすること
ができるよう配慮している。 

各小単元

②�第5学年「心の健康」では、友達のよいところを指摘す
るグループ活動を設定し、友達のよさに気づき、思いや
りの心をもてるよう工夫している。

5・6 年 p.18

児童の生活や経験及び興味・
関心に対する配慮がされてい
るか。

①�課題に対して切実感や興味・関心をもてるように、児童
が実生活・実社会で出会うような場面を設定し、健康や
安全に関して具体的・体験的な解決が図れるようにして
いる。

各小単元

②�児童が新しい学習内容に興味・関心をもてるよう、章の
導入に学習ゲームを取り入れるなどしている。

3・4 年 p.8 ～ 9、24 ～ 25
5・6 年 p.8 ～ 9、20 ～ 21、
40 ～ 41

安全に活動するための配慮
がされているか。

①�教科書全体として児童が安全に活動できるように工夫し
ている。

各章

課題解決のための学習の手
順について、どのような創
意・工夫がされているか。

①課題解決のために教科書の学習の順序は、

「見つける」（「つかもう」で興味・関心を引き出し、学習
内容へとスムーズに導く）

→�「本時の学習課題」（「ここで学ぶこと」から本時で学習
する内容）

→�「考える　やってみる」（「考えよう」「話し合おう」「調べ
よう」の活動から導き出されたことをわかりやすく図解）

→「�まとめる」（学習内容をまとめ、知識の確実な習得を
図る）

→�「学習内容を活かす活動『広げる　深める』」（学習し、
理解したことを「活かそう」の活動で毎日の生活に活か
すことから、「生きる力」が身に付く）の構成とし、児
童が学習を進めることで無理なく課題を見つけ、生活に
活かせるよう工夫している。

各小単元
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児童の主体的な活動を促す
ような話題や題材の創意・
工夫がされているか。

①�巻頭・巻末には保健に関わる内容や夢など将来のことに
関して主体的に取り組みたくなるような話題を提供して
いる。

3・4 年 p.6、7、42 〜 43、
45
5・6 年 p.6、7、66 〜 67、69

②�「つかもう」で身近な話題を課題の前で取り組み、「活か
そう」で、また身近な話題を考えて活かす学習展開を行
うことで、自ら考えて行動する習慣が身に付くようにし
ている。

各小単元

学習評価・自己評価につい
てどのような配慮がされて
いるか。

①�学習のまとめに3段階で学習内容を評価する場面を設
けている。

3・4 年 p.23、41
5・6 年 p.19、39、65

心身の健康や食育について
どのような配慮がされてい
るか。

①�教科書全体で児童が自分の食生活や健康に目を向けるこ
とができるよう配慮している。

各章

②�第 3学年では、食事をしっかりとることで元気に運動
や勉強ができることを示し、生活リズムの中の食事の大
切さを理解できるよう配慮している。

3・4 年 p.8 〜 15

③�第 4学年では、給食や栄養素について示し、発育・発
達の観点から食事の大切さについて理解できるよう配慮
している。

3・4 年 p.37

④�第 6学年では、生活習慣病の予防の観点から、食育に
関する情報を提示して学習できるよう配慮している。

5・6 年 p.50 〜 53

指導者へはどのような配慮
がされているか。

①学習内容が見開きで基本、1時間構成で完結している。 各章

7



項目 観点 特色 具体例

3 

内
容
の
程
度

内容の程度、分量は適切か。 ①�学習内容の系統性、領域のバランス、他教科との連携を
総合的に考慮し、適切な単元配列となっている。

各章

②�各章、小単元の学習は必要かつ十分なものを取り上げ、
資料や知識は過多にならないよう、発達段階と学年に応
じて精選している。

各小単元

③�単元内の活動は、授業時間を考慮しながら、知識・技能
を定着させるように配慮している。

各小単元

個に応じた指導に対応でき
るように配慮されているか。

①�「もっと知りたい !」では、学習内容に関連する資料を掲
載し、学習内容をさらに広げて知識を深められるよう工
夫している。

3・4 年 p.20 ～ 22、38 ～
40
5・6 年 p.16 ～ 18、28 ～
29、36 ～ 38、48 ～ 49、
62 ～ 64

②�「ミニちしき」や「はってん」などの読み物や資料で、
個に応じて学習内容を深めることができるように配慮し
ている。

各章

教科書の構成は、児童の発
達段階をふまえたものに
なっているか。

①�第 3学年では、初めて「保健」を学習するため、健康
だと思うときはどのようなときか考えさせながら、健康
という概念を児童にとって身近な生活行動と関連させて、
学習に取り組みやすくなるように配慮している。

3・4 年 p.6 〜 23

②�第 4学年では、自らの成長の記録を調べることと関連
を図りながら、体の成長についての学習を展開している。

3・4 年 p.26 〜 41

③�第5学年では、「心の健康」を第4学年で学習した「体
の発育・発達」から続いて学習できるよう、学習指導要
領に合わせ「けがの防止」の前に配置している。

5・6 年 p.10 〜 19

④�第 6学年では、病気の起こり方、病気の原因と予防、
抵抗力の違いによる発病の有無について系統立てて考え、
学習できるようにしている。

5・6 年 p.42 〜 65

本文の内容、程度は児童の
発達段階に適しているか。

①�学習内容の系統性、領域のバランス、他教科との連携を
総合的に考慮し、適切な単元配列となっている。

各章

補充的、発展的内容の取り
扱いは適切で、学力の向上
に向けての配慮がされてい
るか。

①発展的内容は適切な分量である。 3・4 年 p.21、38、39、40、
42 〜 43、44
5・6 年 p.28、34 〜 35、36、
37、38、48、62、63、66
〜 67、68

探究的な学習活動の取り扱
いは工夫されているか。

①�各小単元で「活かそう」を設置し、活動を行うことによ
り保健の見方・考え方をはたらかせることができるよう
工夫している。 

各小単元

②�学習のまとめに今の生活を振り返ったり、これからの生
活について記述する箇所が設けられている。

3・4 年 p.23、41
5・6 年 p.19、39、65
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項目 観点 特色 具体例

4 

内
容
の
組
織
・
配
列
・
分
量

学習指導要領の内容をもれな
く扱い、目標を達成できるよ
う構成・配列されているか。

①�教科書全体で、学習指導要領に則り、身近な生活におけ
る健康・安全に関する基礎的な内容をわかりやすく、よ
り実践的に学習できるようにしている。

各章

教科書の構成は、学習の系
統性をふまえたものになっ
ているか。

①�全学年とも学習指導要領に則り、指導内容を体系化して、
健康・安全に関する基礎的な内容をわかりやすく、より
実践的に学習できるようにしている。

各章

地域・学校の実態に応じて、
指導を行うことができるよ
う配慮されているか。また、
指導計画は３学期制、２学
期制にも対応しているか。

①�単元の学習内容を学習指導要領の項目に合わせ、1時間
の学習内容をまとめているため、時期を問わず指導を行
うことができるようにしている。

各小単元

②指導計画は、3学期制・2学期制に対応している。

STEAM 教育につながる内
容になっているか。

①算数科との連携が図られている。 3・4 年 p.26

②豊富なグラフや統計資料から読み解く力を養う。 3・4 年 p.29、33
5・6 年 p.14、26、28、32、
36、50、55

③�5年「けがの手当」では、けがをしたときの初期対応を
自分で判断する手順が示されたり、発展資料に「人がた
おれていたら」「AED」で自分でどのように活動すべき
かのヒントが示されている。

5・6 年 p.32、37

④科学実験や理科に関連する内容を掲載している。 3・4 年 p.16、17、28、38、
39

GIGA スクール構想を視野
に入れた構成や内容になっ
ているか。

①�巻末資料「パソコンやスマートフォンと上手につき合お
う！」に、適切に使って健康で安全な生活が送れるよう
な特集ページが組み込まれている。

3・4 年 p.44
5・6 年 p.68

②�SNSなどインターネットの利用での防犯に関する記述
がある。

5・6 年 p.16、36

SDGs や ESD に関係する
内容もふまえたものになっ
ているか。

①�巻末資料「みんなで健康な毎日を送ろう！」「だれもが
健康であるために」で、SDGsの17の目標とともに、
健康な生活を送れるような特集ページを掲載している。

3・4 年 p.42 〜 43
5・6 年 p.66 〜 67

②�SDGsに関連する内容については、マーク
で示している。 

3・4 年 p.20、21、38、39
5・6 年 p.6、17、48、49、
61

③�学習してきたことがSDGsとどのように関連するのか、
いつでもSDGsについて振り返られるような外部リン
クを設けている。

各小単元

指導者用・学習者用デジタ
ル教科書や学習者用デジタ
ル教材との対応はされてい
るか（タブレット端末等を
使用するときの親和性を含
む）。

①�1時間の学習の流れに合わせてスライドで示されるデジ
タル教材を用意している。

各小単元
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項目 観点 特色 具体例

4 

内
容
の
組
織
・
配
列
・
分
量

二次元コードをどのくらい
配 置 し て い る か。 ま た、
ウェブコンテンツの充実が
図られているか。

①�各学習時間や「学習ゲーム」、「もっと知りたい！」、巻
頭・巻末資料に設けており、目次には全体のコンテンツ
がまとまった二次元コードが設置されている。

各小単元
3・4 年目次、p.8 〜 9、20、
24 〜 25、38、40、43
5・6 年目次、p.7、8 〜 9、
16、20 〜 21、28、34、36、
40 〜 41、48、62、66

②�学習をより理解したり、広げたりることができるよう、
ホームページ上にウェブコンテンツを用意し、対応する
ページにマークを示している。

3･4 年 p.9、14、16、17、19、
21、25、27、31、32、35、
44 ほか
5･6 年 p.8-9、11、13、18、
21、23、
25、27、33、37、41、
43、44、46、47、51、
53、59、60、68 ほか

他の発行物や周辺教材との
相互関係は図られているか。

①他教科に関する内容をマークで示している。 3・4 年 p.10、16、26、28、
37、38、39
5・6 年 p.10、12、35、46

②下位学年や上位学年に関連する内容は適宜示されている。 3・4 年 p.10、14、22、34、
38、39、40、45
5・6 年 p.10、28、37、43、
46、48、50、62、69
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項目 観点 特色 具体例

5 

表
記
・
表
現

保健を学習する上で、表記・
表現は適切になっているか。

①�文章は児童の発達段階を考慮して、平易でわかりやすい
表現にしている。

各章

②�取り上げる内容については十分に正確性に配慮するとと
もに、読みやすい表現にしている。

各章

イラストや写真、グラフ、
表、参考資料等は、質・量
ともに適切か。

①�イラストや写真は児童の学習意欲を喚起したり、興味・
関心を引いたりするようなものを厳選している。

各章

②�グラフや表は正確性に万全を期するとともに、児童が視
覚的に捉えやすいように工夫をしている。

各章

③�参考資料は科学的根拠にもとづいた最新のデータを採用
し、学習の助けとなるものを提示している。

各章

文字の大きさや書体、行間な
どは適切か（ユニバーサルデ
ザインに関する観点を含む）。

①�外来語等はカタカナで表記し、漢字は原則的に、学習指
導要領に示されている配当学年より１学年遅らせて使用
している。

各章

②�配当学年以上の漢字で、漢字で表記した方がわかりやす
い語彙は、見開きページごとにふりがなをつけて使用し
ている。

各章

③�記号やマークは、児童の発達段階に応じて興味・関心を
引き、理解を助けることができるようなものとするとと
もに、言葉も添えてそれぞれの内容がわかるようにして
いる。

各章

レイアウトや紙面構成は工
夫されているか（ユニバー
サルデザインに関する観点
を含む）。

①�専門家の監修のもと、読みやすい、見やすい
紙面となるよう読みやすい位置での改行を
実現、全面的にユニバーサルデザイン
（UD）フォントを使用、カラーユニバーサ
ルデザインをふまえた配色を工夫するなどし
て、特別支援教育やユニバーサルデザイン
に配慮している。

各章

特別支援教育に対する配慮
はされているか。

①�イラストにさまざまな児童が登場し、通常学級に馴染ん
でいる様子がわかる。

3・4 年 p.8 〜 9
5・6 年 p.20 〜 21

外国籍の児童・生徒に対す
る配慮はされているか。

①�どの学年でも読むことができるように該当学年に関する
漢字については総ルビにしている。

各章

②�イラストにさまざまな外国籍の方が登場し、日常生活に
馴染んでいる。

3・4 年 p.8 〜 9
5・6 年 p.12、20 〜 21

LGBTQ（ 性 的 マ イ ノ リ
ティ）への配慮はされてい
るか。

①�児童の日常のなかのできごとと関連させて、ジェンダー
について触れている。

5・6 年 p.17

②性の多様性について触れている。 3・4 年 p.39
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項目 観点 特色 具体例

6 

印
刷
・
製
本

印刷は鮮明か。 ①�印刷はソフトで、美しい仕上がりにしている。特に、写
真やイラストについては、鮮明で美しく仕上げている。

①全体的に配慮

表紙、紙質、製本などは適
切か。

①�表紙は丈夫で汚れにくい「UVラミコート」を施すなど、
長期の使用に十分耐える造本になっている。

①全体的に配慮

②�製本は、針などの使用がなく、児童にとって安全な「ア
ジロ綴じ」とし、奥までよく開くことができ、写真や図
版等をきれいに見ることができるようにしている。

②全体的に配慮

環境やアレルギーに対して
配慮がされているか。

①�用紙は、自然保護のため環境に配慮した紙を使用してい
る。

①全体的に配慮

②�化学物質に過敏な児童に配慮し、植物油インキを使用し
ている。

②全体的に配慮

新型コロナウイルス感染症
予防策として、どのような
対応がなされているか。

①�表 紙に抗菌・抗ウイルス機能をもつ
「Lock3」（新型コロナウイルス不活性化証
明を世界で初めて取得した水性ニス）を塗
布し、衛生面に配慮している。 

①全体的に配慮
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項目 観点 特色 具体例

7 

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

授業の流れを止めない配慮
がされているか。

①�SSO（シングルサインオン）機能を搭載し、１タップ
操作でログインできることにより、ストレスなく使い始
められる設計にしている。

①ログイン画面

②�デジタル教科書ビューア（表示システム）とコンテンツ
の徹底的な軽量化を実施し、低速度回線下においても高
速軽快な動作を実現している。

②�ページめくりやページジャ
ンプ、動画を含むコンテン
ツ操作など、全体的に配慮

③�「オフラインモード」機能を搭載し、紙面やコンテンツ
を端末にダウンロードすることができる。事前に必要な
部分を読み込んでおくことで、課外学習等の場面におい
ても児童の学習権を保障できている。

③全体的に配慮

児童や先生が使う上で迷わ
ない配慮がされているか。

①�文部科学省の定める標準仕様による「ナビメニュー」を
搭載している。

①全体的に配慮

特別支援に配慮されている
か。

①�ビューアのツールボタンは「アイコンとテキスト」とい
う構成にし、より多くのユーザーにとっての分かりやす
さに配慮している。

①全体的に配慮

②�ビューアに表示されるテキストは、ユニバーサルフォン
ト、かつ学参に対応している書体を選定することで、読
みやすさに配慮している。

②全体的に配慮

③�総ルビ、読み上げ、色反転、リフロー、という特別支援
機能を搭載している。児童の個性に合わせて教科書をカ
スタマイズできる。

③全体的に配慮

④�外国にルーツを持つ児童の学習支援のため、12カ国語
のAI 翻訳により、読み上げとリフローを多言語化して
いる。（学習者用デジタル教科書＋教材にも標準搭載）

④全体的に配慮

主体的・対話的で深い学習
を実現する配慮はされてい
るか。

①�ペンツールを使って簡単に書いたり、教科書への書き込
みを繰り返したりすることで思考を可視化できる。  

①全体的に配慮

②�付箋ツールでメモを残したり、重要な箇所を隠して穴埋
め問題を作って取り組んだりすることで、学習の理解が
深まり定着を図ることができる。

②全体的に配慮

③�紙面の画像を切り取ってノートツールに貼ったり、ペン
ツールやキーボード入力で書き込んだりすることで、自
分だけのデジタルノートを主体的に作ることができる。

③全体的に配慮

④�指導者用デジタル教科書との連携機能により、自分の
ノートを先生に提出し、先生は送られたノートを一覧表
示や抽出表示で共有することで、児童どうしの対話を促
す。

④�指導者用デジタル教科書と
学習者用デジタル教科書の
連携機能

先生の働き方改革に配慮は
されているか。

①�指導者用デジタル教科書の拡大掲示によって拡大印刷の
手間を削減できたり、学習者用デジタル教科書のコンテ
ンツにより教材作成の手間を削減できたりするなど、授
業準備を効率化することができる。

①全体的に配慮

利用実態を把握できるよう
に配慮はされているか。

①�デジタル教科書へのアクセス情報を含むログデータを解
析し、結果をグラフや表などで提示する「Analytics
機能」を提供している。

①全体的に配慮
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項目 観点 特色 具体例

8 

教
育
基
本
法
（
第
二
条
）
と
の
関
連

第１号　幅広い知識と教養
を身に付け、真理を求める
態度を養い、豊かな情操と
道徳心を培うとともに、健
やかな身体を養うこと。

①�課題を見つけて解決していく、課題解決的な学習が行え
るような構成にしている。

各小単元

②�主体的・対話的で深い学びの実現に向け、「保健の見
方・考え方」をはたらかせて考える活動を多く設定して
いる。

各小単元

③�見開きごとに、本文で基本的な知識をまとめている。さ
らに、「ワード」を新設し、用語の解説を丁寧に示して
いる。「もっと知りたい！」などで知識を広げ、深める
こともできるようにしている。

各章

④�自分の生活と比較したり、関連づけたりするなど、課題
について思考・判断した上で、教科書に記入したり、友
達と伝え合ったりして表現することで、よりよい解決方
法につながり、学びが深まる活動を設定している。

各小単元

⑤�学習をより理解したり、広げたりることができるよう、
ホームページ上にウェブコンテンツを用意し、対応する
ページにマークを示している。

3･4 年 p.9、14、16、17、19、
21、25、27、31、32、35、
44 ほか
5･6 年 p.8-9、11、13、18、
21、23、
25、27、33、37、41、
43、44、46、47、51、
53、59、60、68 ほか

⑥�第４学年「体の発育・発達」、第５学年「心の健康」で
は、児童が自分の体や心の変化を理解し、様々な経験や
人との関わりを通して豊かな心を育むことができるよう
に工夫している。

3・4 年 p.26 〜 41
5・6 年 p.10 〜 19

⑦�教科書全体を通して、児童が健康な生活のしかたを身に
付け、安全に行動することができるようにし、毎日の生
活のなかで意思決定・行動選択するために必要な力を育
むことができるように工夫している。

各章

⑧�教科書全体を通して、生涯にわたって健康を保持・増進
し、豊かなスポーツライフを実現する資質・能力を育む
ことができる構成としている。

各章

第２号　個人の価値を尊重し
て、その能力を伸ばし、創造
性を培い、自主及び自律の精
神を養うとともに、職業及び
生活との関連を重視し、勤労
を重んずる態度を養うこと。

①�教科書全体として児童が肯定的に捉えられるような表現
を用い、個人の価値を尊重できるように工夫している。

各章

②�第５学年「心の健康」では、友達や自分のよいところを
伝え合うグループ活動を設定し、自分の長所や能力に気
づき、伸ばしていくことができるように工夫している。

5・6 年 p.18

③�専門家キャラクターの話、学校・地域での保健活動に関
する職業の紹介、アスリートの写真や質問の応答を掲載
し、職業及び生活との関連を重視し、勤労を重んずる態
度を養うことができるように工夫している。

各小単元
3・4 年 p.14、16、22、31、
34、37
5・6 年 p.16、26、30、52、
53、59、61、63
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項目 観点 特色 具体例

第３号　正義と責任、男女
の平等、自他の敬愛と協力
を重んずるとともに、公共
の精神に基づき、主体的に
社会の形成に参画し、その
発展に寄与する態度を養う
こと。

①�教科書全体を通して、イラストなどで職業や活動の性差
をなくし、性別に限らず他者を尊重し、協力し合うこと
ができるように工夫している。

各章

②�共生社会やユニバーサルデザインの施設についての資料、
保健所・保健センターなどの地域で取り組まれている保
健活動の学習を通して、公共的な視点を身に付けること
ができるように工夫している。

3・4 年 p.42
5・6 年 p.61

第４号　生命を尊び、自然
を大切にし、環境の保全に
寄与する態度を養うこと。

①�章のはじめの「学習ゲーム」では、簡単な運動や、キャ
ラクター探し、チャートを掲載するなかで主体要因、環
境要因に関わる、生活のなかでの課題が発見できるよう
にしている。

3・4 年 p.8 〜 9、24 〜 25
5・6 年 p.8 〜 9、20 〜 21、
40 〜 41

②�4年「もっと知りたい！」内の「新しい命」で、生命の
尊さについて大切に考えていく気持ちを育むことができ
るようにしている。

3・4 年 p.39

第５号　伝統と文化を尊重
し、それらをはぐくんでき
た我が国と郷土を愛すると
ともに、他国を尊重し、国
際社会の平和と発展に寄与
する態度を養うこと。

①�知識を広げ、深める資料「もっと知りたい！」をわかり
やすく示し、オリンピック・パラリンピック教育、キャ
リア教育、日本の伝統・文化等、現代的な諸課題に対応
して、自らの国や文化、他国の文化を尊重することがで
きるように工夫している。

3・4 年 p.6、20 〜 22、38
〜 40
5・6 年 p.16 〜 18、28 〜
29、36 〜 38、48 〜 49、
62 〜 64

②�専門家の監修のもと、SDGs（持続可能な開発目標）に
ついて、巻末に保健との関わりをまとめているほか、関
連する資料にはマークをつけている。

3・4 年 p.21、38、39、42、
43
5・6 年 p.6、11、48、49、
66、67
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